
■平原毘沙門天
　所在地：須恵町大字植木1321番地19

春には見事なツツジが咲きます。 階段をのぼったところにお堂があります。

わが町の宝物 第10回

平
ひ ら

原
ば る

毘
び

沙
し ゃ

門
も ん

天
て ん

時代は移り変わっても、守り続けていきたい自然・歴史・文化・人…
須恵町の大切な宝物をご紹介します。

　平原毘沙門天は四国63番札所で、平原の私有地
（民家）の一角にあります。
　きれいな生花が供えられ、良く掃除の行き届いたお
堂の中央に毘沙門天様が鎮座されています。
　毘沙門天様の左側には虚

こ

空
くう

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

様と水子地蔵様
が、右側には地蔵菩薩様２体がまつられています。

　お話はこの土地の所有者で管理されている平野 一
幸さんに伺いました。
　毘沙門天様の年代は不明ですが、かなり古いものと
言われています。
　むかし山伏が道ばたに転がっていた毘沙門天様を
見つけ、地元の人に「この地蔵様は、商売繁盛、金運
をもたらす尊いものだ」と伝えたため、それから大切
にまつられるようになりました。

　毎年、正月３日の朝７時から夕方（15時くらい）
まで、お祭りが行われており、伊勢神宮からいただい
てきたお札

ふだ

が販売されます。
　その際100円を奉納し、代わりにいただいた５０円
玉を財布に入れておくと、その年はお金に不自由しな
いと伝えられています。
　翌年には古いお札

ふだ

と50円玉を返納し､供養してもら
い、新しいお札

ふだ

をいただいていくのだそうです。

経典は「般若心経」、「真言」とのことです。
【真言】毘沙門天
　　おんべい
　　　しらまんだや
　　　　　　そわか
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春には見事なツツジが咲きます。 階段をのぼったところにお堂があります。

平野一
かずゆき
幸さん（甲植木区）

にお話を伺いました。

　我
町
で
は
道
路
改
良
や
水
洗
化
工

事
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
思
う
ほ
ど

進
ま
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
全
国

で
発
生
す
る
災
害
復
旧
に
予
算
が
優

先
す
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
。

　最
近
の
台
風
被
害
も
日
本
の
ほ
ぼ

全
土
に
及
ぶ
こ
と
が
多
く
、
も
は
や

対
岸
の
火
事
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
。
教
育
や
福
祉
問
題
を
重
視
し
た

い
の
は
や
ま
や
ま
だ
が
、
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
の
な
ら
、

更
な
る
備
え
が
必
要
に
な
る
。

　そ
こ
で
防
災
会
館
や
倉
庫
の
増
設
・

自
主
防
災
組
織
の
設
立
と
訓
練
・
企

業
と
の
連
携
契
約
に
加
え
て
役
場
女

性
職
員
に
よ
る
炊
き
出
し
の
訓
練
と

い
う
の
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
原
発
被
害
等
を
盛

り
込
ん
だ
改
訂
も
今
回
な
さ
れ
た
。

　こ
う
し
て
徐
々
に
備
え
は
整
っ
て

き
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
限
度
も

な
い
。
ま
ず
は
自
身
の
命
は
自
身
で

守
れ
る
よ
う
準
備
な
ど
の
再
確
認
を

す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
に
な
る
。

災
害
は
一
瞬
の
出
来
事
だ
と
い
う
こ

と
を
意
識
に
留
め
置
き
た
い
。

 

合
屋
伸
好

主な内容

表紙シリーズ／未来を担う子どもたち「輝く笑顔、未来へ」（すこやか秋まつり）
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平成28年度決算を認定
ここが聞きたい
（一般質問）

これ知っとう？
（平原毘沙門天）



民生費
34億5702万円
(39.9％)

自主財源
40億1906万円

(44.7％)

自主財源
40億1906万円

(44.7％)

依存財源
49億6306万円

(55.3％)

依存財源
49億6306万円

(55.3％)

教育費
12億5526万円
(14.5％)

総務費
10億8735万円
(12.6％)

衛生費
9億8195万円
(11.3％)

土木費 6億4904万円(7.5％)

公債費 6億280万円(7.0％)

消防費 3億3175万円(3.8％)

農林水産業費 1億6449万円(1.9％)

使用料及び手数料 2億1441万円(2.4％)

分担金及び負担金 1億146万円(1.1％)

その他 5727万円(0.6％)

諸収入 2億2192万円(2.5％)

繰越金 2億6135万円(2.9％)

繰入金 3億円(3.3％)

町税 28億6263万円(31.9％)

町債 7億6359万円(8.5％)

地方交付税 
19億9894万円(22.2％)

地方消費税交付金 4億4679万円(5.0％)

国・県支出金 
16億2417万円(18.1％)

その他 1億2956万円(1.5％)

その他 2146万円(0.2％)

議会費 1億1053万円(1.3％)

歳出
（目的別）

86億6168万円

歳入
89億8213万円

夏休み子どもの居場所づくり事業補助金
60万円

須恵東中学校大規模改修工事請負費
2億 4948万円

須恵中学校外壁改修工事請負費
9655万円

全国消防操法大会出場
約883万円

須恵中学校
栗原 美喜男 校長 須恵町消防団

今泉 和則 団長

シルバー人材センター
子どもの居場所づくり就業会員
竹川 章二さん

平成28年度一般会計決算
対前年度比　歳入 1.8％増  歳出 1.2％増
歳入では、個人住宅や事業所の増などにより、固定
資産税の税収が伸びました。歳出では、27年度に
引き続き、公共施設の整備が進み、普通建設事業費
が増額となっています。
財政調整基金は３億円の取り崩しが発生し、積立総
額は 27年度から約２億 9500万円減っています。

プレミアム付商品券 (リフォーム券 )プレミアム分
2300万円

本館と旧館の外壁が見違え
るほどきれいになりました。
生徒・職員とも喜んでいます。

地域そして町を守るため、
伝統ある須恵町消防団を

次代につなげていきたいと
思います。

毎回、子どもたちも増え名前
を覚えるのも追いつきません
が、子どもたちの笑顔とパワー
が私の活力になっています。
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尾黒ため池改修工事請負費
1521万円

リズムダンスふれあいコンクール全国大会出場補助金
187万円

須恵東中学校大規模改修工事請負費
2億 4948万円

９月
定例会

　平成29年第3回定例会は、9月1日から13日までの13日間で行われ、審議の結果、提案さ
れた議案14件は、原案のとおり認定・可決しました。また、諮問（人権擁護委員の推薦）
について賛成しました。

平成28年度各会計の決算状況および議決結果

会　計　区　分 歳入（収入） 歳出（支出） 差引額 議決結果

一　般　会　計 89億8213万円 86億6168万円 3億2044万円 賛成多数で認定

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 37億3591万円 37億3125万円 465万円 賛成多数で認定

後 期 高 齢 者 医 療 3億170万円 2億8728万円 1441万円 賛成多数で認定

公 共 下 水 道 事 業 11億1016万円 11億328万円 687万円 全員賛成で認定

農 業 集 落 排 水 事 業 7658万円 7316万円 341万円 全員賛成で認定
水
道
事
業

会
　
　計

収 益 的 6億4537万円 5億7480万円 7056万円
全員賛成で認定

資 本 的 1億1564万円 2億8466万円 △1億6902万円
すべてのページにおいて、金額は１万円未満を切り捨てています。

平成28年度一般会計決算　歳出総額86億6168万円

施 設 の 充 実 で
過去最大の決算額

須恵東中学校
藤 正次 校長

甲植木農区長
古泉 雅利 さん

アザレア幼児園跡地駐車場整備工事請負費
4447万円

全国大会で３位入賞すること
ができました。子どもたちと
「最光」の経験をさせていた
だきました。ありがとうござ

いました。

改修工事完了。素晴らしい学
習環境になりました。糟屋地
区一のピカピカの校舎で学習
できる生徒も教職員もやる気

満々です。

須恵第一小学校 旧６年２組担任
横尾 早英子 先生（現第二小学校教諭）

おかげで崩壊の危険がなく
なり安心できます。
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３
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対
し
て
は
、

保
育
士
を
多
く
配
置
す
る
必
要
が
あ

る
な
ど
、
依
然
と
し
て
保
育
士
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
）

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
指
導
業

務
委
託
料 
３
２
５
万
円

糖
尿
病
は
他
の
病
気
に
も

つ
な
が
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
患
者
を
増
や
さ
な

い
た
め
の
対
処
や
取
り
組
み
は
。

住
民
課
長

対
象
者
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
住
民
課
と
健
康
福

祉
課
の
二
課
で
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
ま
た
、
粕
屋
医
師
会
と
共
に
Ｃ

Ｋ
Ｄ
（
慢
性
腎
臓
病
）
対
策
連
携
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
、
特
定
健
診
を
受

診
し
た
対
象
者
に
、
医
師
の
指
示
に

基
づ
い
て
町
保
健
師
が
保
健
指
導
を

実
施
す
る
な
ど
、
重
症
化
予
防
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

一
部
抜
粋

決
算
審
査
特
別
委
員
会

の
質
疑
か
ら

Q&A

一
般
会
計

　
実※
１

質
収
支
は
２
億
５
９
２
９

万
円
。
７
年
連
続
の
黒
字
決
算
と

な
っ
た
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体

の
財
政
力
を
示
す
財※
２

政
力
指
数
は

０・
５
７
４
と
３
年
連
続
で
上
昇

し
て
い
る
。
し
か
し
、
経※
３

常
収
支

比
率
は
88・６
％
と
、
３・１
ポ
イ

ン
ト
上
昇
（
悪
化
）
し
、
依
然
と

し
て
財
政
構
造
の
硬
直
化
が
続
い

て
い
る
。

　
自
主
財
源
は
３
ポ
イ
ン
ト
増
加

し
て
お
り
、
歳
入
に
お
け
る
町
税

の
増
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
収
納
事
務
の
強

化
対
策
に
よ
り
町
税
徴
収
率
も
改

善
し
て
い
る
。

　
行
財
政
運
営
は
評
価
で
き
る

が
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
や

計
画
運
用
を
含
め
、
今
後
の
町

独
自
の
財
政
運
営
に
努
力
邁
進

さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
１
人
当
た
り
の
療
養
諸
費
額
、

保
険
者
負
担
額
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
平
成
30
年
度
か
ら
の
制
度
改

革
に
伴
い
、
保
険
税
率
の
見
直
し

も
視
野
に
入
れ
、
町
民
が
健
康
に

関
心
を
持
て
る
よ
う
な
施
策
が
不

可
欠
で
あ
る
。

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
公
共
下
水
道
普
及
率
は
約
82
％

と
年
々
進
ん
で
い
る
が
、
町
全
域

に
行
き
届
く
に
は
ま
だ
時
間
を
要

す
る
。
処
理
区
域
外
に
つ
い
て
は
、

公
平
性
を
考
慮
し
、
浄
化
槽
等

設
置
の
補
助
金
の
取
り
ま
と
め

を
急
が
れ
た
い
。
ま
た
、
延
伸

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
頼

り
に
な
ら
ぬ
よ
う
綿
密
な
計
画

が
必
要
で
あ
る
。

須
恵
町
監
査
委
員

	

百
田�

清
二

	

合
屋�

伸
好

監
査
委
員
の
意
見
書
（
要
旨
）

行
財
政
運
営
を
評
価

予
算
の
執
行
・
関
連
事
務
処
理
は
適
正

※１. 実質収支…収入と支出の差額から、翌年度に繰り越すことが決まっている財源を差し引いたもの。
※２. 財政力指数…地方公共団体の財政力を示す指標。１に近いほど財源に余裕があるといわれている。
※３. 経常収支比率…財政構造の弾力性を示す指標。比率が低いほど財政構造に弾力性があることを示す。

百田監査委員合屋監査委員

平成28年度
決算審査

ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
の
新
築
・

拡
充
な
ど
に
よ
り
、
待
機

児
童
数
は
減
少
し
た
か
。

ま
た
、
保
育
士
不
足
の
問
題
は
解
消

さ
れ
た
か
。子

ど
も
教
育
課
長

現
在
の
待
機
児
童
数
は
約

70
人
。
28
年
度
当
初
は

１
２
５
人
い
た
が
、
各
園
で
受
入
数

を
増
や
し
て
対
応
し
て
い
る
。

Q
待
機
児
童
数
は
減
少
し

た
か
？

予
算
削
減
等
の
た
め
、
車

両
の
小
型
化
の
検
討
は
進

ん
で
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

現
在
の
と
こ
ろ
、
従
来
通

り
の
形
態
で
運
行
す
る
予

定
。
10
月
１
日
か
ら
、
①
正
信
会
水

戸
病
院
前
、
②
Ａ
コ
ー
プ
須
恵
店
前

の
バ
ス
停
を
追
加
し
、
路
線
の
変
更

を
実
施
す
る
。

A

A

QA

平成28年9月に開園した新アザレア幼児園

Q

財政は
健全

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

小
型
化
の
検
討
は
？

増
加
す
る
糖
尿
病
へ
の

対
策
は
？

②Aコープ前

①水戸病院前
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城
山
防
災
会
館（
仮
称
）

建
設
工
事
着
工
へ

城
山
防
災
会
館
（
仮
称
）
建
設
工
事

請
負
金
　
９
８
０
６
万
円

工
期
　
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で

　
城
山
区
公
民
館
が
、
建
て
替
え
に
伴
い

防
災
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
移
転
へ

旧
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
（
わ
く
わ
く
ル
ー
ム
）

電
気
設
備
改
修
工
事
請
負
費

�

歳
出
　
２
０
０
万
円
増
額

　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
事
務
所
・
作

業
所
）
が
、
旧
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
わ
く
わ

く
ル
ー
ム
（
旧
西
幼
稚
園
）
に
移
転
す
る

予
定
で
す
。
新
ア
ザ
レ
ア
幼
児
園
開
園
後
、

建
物
を
閉
鎖
し
て
い
る
た
め
、
今
回
新
た

に
電
気
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
が
急
増

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

�

歳
入
　
７
０
０
万
円
増
額

　
昨
年
９
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
ふ
る

さ
と
納
税
サ
イ
ト
『
さ
と
ふ
る
』
へ
の
掲

載
な
ど
に
よ
り
、
寄
附
の
件
数
が
増
え
、

予
想
よ
り
も
多
く
の
寄
附
が
あ
っ
た
た
め

増
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
７
月
末
現
在

で
、
２
８
８
件
・
約
４
４
４
万
円
の
寄
附

が
あ
り
ま
し
た
。

Q	 �

返
礼
品
の
額
は
寄
附
額
の
何
％
程
度

に
な
っ
て
い
る
か
。

A	 �

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

	
�

国
か
ら
の
指
導
で
、
30
％
以
内
と
さ

れ
て
い
る
。

Q	 �

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
こ
の
ま
ま
推
進
し
て
い
く
の
か
。

A	 �

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

	
�

寄
附
金
を
ま
ち
づ
く
り
に
有
効
に
使

え
る
よ
う
財
政
係
と
協
議
を
し
て
い

る
。
Ｐ
Ｒ
の
手
法
を
変
え
た
こ
と
に

よ
り
、
か
な
り
件
数
が
増
え
た
た

め
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

その他の

議 案
９ 月 定 例 会工

事
請
負
契
約
の
締
結

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

５
３
７
８
万
円
を
追
加

総
額
　
84
億
４
４
７
７
万
円

（
賛
成
多
数
で
可
決
）

Ｑ
＆
Ａ

地鎮祭（9月19日）

現在の作業所（須恵交番よこ）

ふるさと納税サイト『さとふる』にも掲載

旧西幼稚園へ

会計区分 補�正�額 予算総額 採決結果

特
別
会
計

国民健康保険 465万円 38億2065万円 全員賛成で可決

後期高齢者医療 233万円 3億1433万円 全員賛成で可決

公共下水道事業 28万円 11億728万円 全員賛成で可決

水道事業
会計

収益的
支出 23万円 5億5537万円

全員賛成で可決資本的
収入 △24万円 2億4130万円

移  転

その他補正予算（平成29年度）
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答
満
行
総
務
課

理
事

の
対
策
・
支
援
に
つ
い
て
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　
例
え
ば
、
企
業
に
対
し
て
消
防

団
協
力
事
業
所
表
示
制
度
導
入
の

検
討
、
学
生
に
対
し
て
就
職
活
動

用
の
推
薦
状
、
学
生
消
防
団
員
に

奨
学
金
の
支
給
、
女
性
消
防
団
員

の
加
入
促
進
、
退
職
消
防
団
員
に

よ
る
大
規
模
災
害
時
限
定
の
機
能

別
分
団
の
創
設
等
の
推
進
に
つ
い

て
の
お
考
え
は
。

　
４
月
１
日
か
ら
、

町
内
１
事
業
所
の
協

力
を
得
て
消
防
団
協

力
事
業
所
を
登
録
し

て
い
ま
す
が
、
入
札

参
加
資
格
の
加
点
や

報
奨
金
等
の
特
典
支

援
は
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
学
生
消
防
団
員
に

1

今村 桂子  議員

消防団協力事業所表示証（サンプル）

　
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け
る
消

防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平

常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず
そ
の
地

域
に
密
着
し
、
住
民
の
安
心
安
全

を
守
る
と
い
う
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
消
防
団
員
は
年
々
減

少
し
、
団
員
確
保
に
苦
労
し
て
い

る
現
状
で
す
。
若
者
の
地
域
離
れ

が
進
み
、
今
後
も
こ
の
状
況
が
続

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
団
員
確
保

現
状
維
持
で

問

防
災消

防
団
員
確
保
に
対
す
る
対
策
・
支
援
は

答弁中の中嶋町長

○ 「問」については、議員が提出した要約文のとおり掲載しており、
編集は行っていません。

ここが 聞 きた い！

対
す
る
奨
学
金
支
給

は
、
他
の
団
員
と
の

公
平
性
か
ら
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
就
職

活
動
の
た
め
の
推
薦

状
は
、
他
自
治
体
の

実
例
や
動
向
な
ど
、

情
報
収
集
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
女
性
消
防
団
員
は
多
岐
に
わ
た

り
活
動
の
場
が
あ
り
ま
す
が
、
実

際
の
火
災
現
場
で
は
、
後
方
支
援

が
メ
イ
ン
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
須
恵
町
で
は
女
性
消

防
団
員
は
在
籍
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

ま
ず
は
、
役
場
庁
舎
の
女
性
職
員

（
約
40
人
）が
、
大
規
模
災
害
発
生

時
な
ど
有
事
の
際
に
、
災
害
対
策

本
部
で
後
方
支
援
活
動
を
行
う
体

制
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
自
衛
消
防
組
織
要
員
は
、
消
防

団
へ
の
加
入
よ
り
も
組
織
内
で
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
は
、
粕
屋
南
部
消

防
署
が
近
く
に
あ
り
、
消
防
団
の

現
状
を
み
て
も
、
有
事
の
際
に
人

が
い
な
い
、
出
動
で
き
な
い
な
ど

の
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
退

職
消
防
団
員
に
よ
る
機
能
別
分
団

創
設
の
必
要
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
小
中
学
校
に
お
け
る
消
防
防
災

ク
ラ
ブ
の
設
置
は
、
学
校
の
限
ら

れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
こ

れ
に
特
化
し
て
時
間
を
割
く
こ
と

は
難
し
く
、
設
置
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
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言
動
も
わ
か
ら
ず
、
介
護
は
苦
労

の
連
続
で
共
倒
れ
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
本
町
の
３
人
に
１
人
は

60
歳
以
上
の
人
々
で
す
。
障
害
者

手
帳
の
周
知
徹
底
で
、
住
民
の
介

護
を
支
え
る
べ
き
で
す
。

　
認
知
症
の
全
て
の
人
が
障
害
者

手
帳
を
取
得
で
き
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
必
要
と
さ

れ
な
い
相
談
者
や
、

病
状
に
よ
っ
て
は
対

象
と
な
ら
な
い
人
も

い
ま
す
。

　
手
帳
を
申
請
さ
れ

る
人
は
、
病
院
か
ら

の
紹
介
で
来
庁
さ
れ

ま
す
が
、
窓
口
に
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に

は『
障
が
い
者
福
祉
の

し
お
り
』等
で
丁
寧
に

説
明
を
し
て
い
ま
す
。

　
住
民
の
皆
さ
ん
は
認
知
症
で
障

害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
で
は
認
知
症
の
人
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
取
る
こ

と
で
医
療
費・
社
会
保
障・
公
共
料

金
な
ど
の
免
除・
割
引・
助
成
な
ど

が
受
け
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と

報
じ
て
い
ま
す
。

　
人
間
性
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て

す
で
に
実
施
中

問

福
祉認

知
症
の
人
へ
の
障
害
者
手
帳
交
付
と

周
知
徹
底
は

　
本
町
は
福
岡
地
区
水
道
企
業
団

に
海
水
淡
水
化
施
設
建
設
事
業
費

４
０
８
億
円
の
う
ち
、
平
成
16
年

度
ま
で
に
２
億
１
４
０
０
万
円
を

出
資
金
と
し
て
支
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
海
水
淡
水
化
事
業
は
平

成
17
年
度
11
億
円
以
上
の
赤
字
を

出
し
、
平
成
28
年
度
の
累
積
赤
字

は
約
１
６
０
億
円
に
も
な
り
ま

す
。

　
水
道
用
水
供
給
事
業
は
、
筑
後

川
・
多
々
良
川
水
系
鳴
淵
ダ
ム
・
大

山
ダ
ム
で
充
分
供
給
で
き
ま
す
。

今
後
も
海
淡
事
業
を
継
続
の
見
通

し
と
し
て
お
り
、
本
年
度
検
討
中

間
と
り
ま
と
め
と
し
て
い
ま
す

が
、
赤
字
海
淡
事
業
は
廃
止
へ
。

　
海
水
淡
水
化
事
業
は
、
福
岡
地

域
広
域
的
水
道
整
備
計
画
の
中
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
渇
水
対
策
の
た

め
な
ど
、
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ

に
く
い
新
規
水
源
と
し
て
建
設
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
導
水
の
異
常
時
や
工
事
な

ど
、
筑
後
川
か
ら
の
取
水
が
制
限

さ
れ
た
場
合
に
、
安
定
し
た
水
の

供
給
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お

り
、
廃
止
を
提
案
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

　
ダ
ム
の
水
は
、
上
水
だ
け
で
な

く
農
業
用
水
等
に
も
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
福
岡
都
市
圏
で
は
、
筑
後

川
、
遠
賀
川
か
ら
水
を
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
へ
感
謝
し
、
渇
水
時

な
ど
の
予
備
水
と
し
て
も
自
前
の

水
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
海
水
淡

水
化
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 渇
水
対
策
の
た
め
必
要

水
道

2

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
の
赤
字
海
水

淡
水
化
事
業
は
廃
止
を
提
案
す
べ
き
で
は

答
小
林
健
康
福
祉
課
理
事

児玉 求  議員

○ 一般質問とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政全般に
ついて疑問点をただし、報告や説明を求めることです。

一/般/質/問 ここが 聞 きた い！

答
石
井
上
下
水
道
課
理
事

答
中
嶋
町
長
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齢
化
の
進
展
、
介
護
保
険
の
成
立

等
を
考
慮
し
、
時
代
に
あ
わ
せ
対

象
範
囲
を
再
検
討
・
改
正
す
る
こ

と
が
、
こ
の
規
則
制
定
の
精
神
に

叶
う
も
の
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

在
宅
で
タ
ク
シ
ー
乗
降
可
能
な
要

介
護
者
の
方
な
ど
に
も
、
助
成
を

推
進
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
町
長
の
ご
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　
須
恵
町
の
福
祉
タ

ク
シ
ー
料
金
補
助

支
給
規
則
は
、
障
が

い
者
の
た
め
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
要

介
護
者
ま
で
の
拡
大

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
平
成
29
年
８
月

末
で
要
介
護
者
数
は

７
０
５
人
、
身
体

障
害
者
手
帳
１
級
、

２
級
以
外
の
要
介
護

要
介
護
者
に
も
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

現
時
点
で
は
困
難

福
祉

田ノ上 真  議員

　
須
恵
町
に
お
い
て
は
、
障
が
い

者
等
へ
の
助
成
と
し
て
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
制
定
の
支
給
規
則
に
は
、

そ
の
目
的
を
「
障
害
者
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部
を
補
助
す

る
こ
と
に
よ
り
日
常
生
活
の
利
便

と
社
会
活
動
の
範
囲
の
拡
大
を
図

り
、
も
っ
て
福
祉
の
向
上
に
資
す

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
こ
の
30
年
間
で
の
高

問

3町 政 を 問 う ！

者
数
は
５
４
２
人
で
す
。
こ
れ
ま

で
の
実
績
額
で
換
算
す
る
と
、
一

人
当
た
り
約
７
４
８
０
円
で
、
要

介
護
者
５
４
２
人
を
対
象
と
す
れ

ば
約
４
０
５
万
円
の
増
と
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
現
在
、
福
祉
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
一
人
当
た
り
年
間
60
枚

発
行
し
て
い
ま
す
が
、
要
介
護
者

ま
で
拡
大
し
た
場
合
、
一
人
当
た

り
の
発
行
枚
数
を
減
ら
し
て
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
現

時
点
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　
ど
こ
か
で
線
を
引
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り

ま
す
。
多
数
の
意
見
を
聞
き
、
こ

れ
か
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
長
澤
健
康
福
祉
課
長

答

中
嶋
町
長

答弁中の中嶋町長
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時
職
員
等
を
雇
用
し
て
い
ま
す

が
、
業
務
に
応
じ
た
雇
用
年
齢
の

範
囲
や
業
務
内
容
を
規
定
し
、
計

画
的
に
雇
用
し
て
い
る
の
か
お
尋

ね
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
臨
時
職
員
雇
用
数
は

１
９
９
人
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
雇
用

94
人
、
短
時
間
・
短
期
間
雇
用

１
０
５
人
で
す
。

　
業
務
内
容
は
、
道
路
の
清
掃
管

理
、
町
有
林
の
維
持

管
理
を
は
じ
め
学
校

関
係
、
福
祉
関
係
、

一
般
事
務
の
補
助
業

務
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
業
務
上
の
責
任

は
職
員
に
あ
り
、
業

務
遂
行
に
あ
た
っ
て

は
、
正
規
職
員
監
督

の
も
と
実
施
し
て
い

ま
す
の
で
、
不
合
理

松山 力弥  議員

　
町
職
員
に
は
、
正
規
職
員
の
ほ

か
「
再
任
用
職
員
」、「
嘱
託
職
員
」

そ
し
て
「
臨
時
職
員
」
が
い
ま
す
。

　
29
年
度
は
、
総
務
省
の
受
託
事

業
と
し
て
取
り
組
む
業
務
改
革
事

業
の
中
で
、
窓
口
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
（
民
間
委
託
）
の
検

討
が
行
わ
れ
る
計
画
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
業
務
が
複
雑
化
ま
た
多
様
化
す

る
中
、
各
課
に
お
い
て
多
数
の
臨

な
格
差
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
民
間
委

託
）
は
、
雇
用
し
て
い
る
臨
時
職

員
に
、
民
間
会
社
に
そ
の
ま
ま
転

籍
し
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
と
同

じ
業
務
に
つ
い
て
い
た
だ
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

① 

法
を
遵
守
し
た
形
で
継
続
雇
用

が
で
き
る
。

② 

職
員
で
な
く
て
も
で
き
る
業
務

を
委
託
す
る
こ
と
で
、
職
員
が

本
来
取
り
組
む
べ
き
主
要
業
務

に
専
念
で
き
る
。

③ 

今
後
業
務
が
複
雑
多
様
化
、
増

大
化
し
て
も
職
員
数
を
増
や
さ

ず
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
今
後
検
証
し
て
い
く
中
で
、
委

託
可
能
な
業
務
か
ら
段
階
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問 委
託
可
能
な
業
務
か
ら
実
施

臨
時
職
員
等
の
計
画
的
な
雇
用
を

雇
用

4 一/般/質/問 町 政 を 問 う ！

答
満
行
総
務
課
理
事
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回
かい

想
そう

法
ほう

による介護・認知症予防

～ 健康と福祉のまちづくり ～　地域共生社会の実現に向けて

平成29年９月29日（金）
全国町村議会広報研修会に参加しました。
<受講内容>
・議会広報紙の文章『伝える広報』から『伝わる広報』へ
・議会広報　広報紙×電子広報　何がどう変わってきたか！
・第31回議会広報コンクール トップ２ クリニック
　優秀賞受賞紙から学ぶ

伝わる広報をめざして

平成29年10月18日（水）北名古屋市

　回想法を活かした「思い出ふれあい事業」は、過去の思
い出を振り返り楽しみながら語ることで、脳を活性化させ
高齢者を元気にする心理的・社会的アプローチです。
　回想のきっかけをつくるのに、昔懐かしい生活用具など
を利用し、高齢者の介護予防・認知症予防を促進します。
経験者は「いきいき隊」としてグループを作り、手芸・お
花見など無理なく楽しく、グループ活動や他のグループと
の交流も行っています。
　また、保育園や小学校へ出向いての伝承教室や世代間交
流など、地域貢献活動にも力を発揮しています。
　回想法によって生み出された活力は、まちづくりや人づ
くりの原動力になっています。
　須恵町でも、介護・認知症予防に役立つのではと思いま
した。

平成29年10月19日（木）名張市

　地域コミュニティと行政が協働して、住民が主体的に自
ら考え自ら行うまちづくりに挑戦しています。
　小学校校区を基本としたコミュニティを福祉・介護・健
康施策の中心に位置づけ、まちの保健室を新たに設置しま
した。
　当町のコミュニティにおいても、福祉の分野を追加する
ことによって、住民サービスが向上し、さらに住民にとっ
て役立つコミュニティになると期待します。

文教厚生委員会

視察研修レポート愛知県北名古屋市・三重県名
な

張
ば り

市を視察

全国町村議会広報研修会に参加しました。

わかりやすく読みやすい
広報紙を作成できるよう
今後も努力します。
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　須恵町表彰条例第３条には、「本
町に20年以上住所を有したことの
ある者で、町の行政、産業及び経
済等の発展若しくは学術、技芸及
び教育等文化の興隆その他町民の
福祉の増進に貢献し、その功績が
卓絶であり、深く町民の尊敬を受
ける者」を名誉町民として表彰す

る項があります。平成29年９月議
会において、渡邉具

とも
能
よし
氏を、本町

２人目の名誉町民として表彰する
ことが決定しました。

　渡邉氏は、昭和 39 年に「九州
大学工学部」を卒業後、国土交通
省の前身である「運輸省」に入省。
平成８年、衆議院議員初当選から、
四期議員を務められ、第一次安倍内
閣では国土交通副大臣に就任され
るなど、国政に大きく貢献されま
した。また、須恵町を縦断する九
州自動車道・須恵スマートインター
チェンジの開設や県道志免須恵線

の開通などにご尽力され、須恵町
の産業・経済の発展に大きく貢献
されました。

　現在、県道志免須恵線沿線の開発
や商業施設の出店が進むなど、私
たちの生活に多くの恩恵をもたら
しています。これも渡邉氏のご尽
力の賜物であり、町民の皆様に広
くお伝えしたく、ご紹介しました。

三⻆ 良人  議長

議長通信

名誉町民

次の定例議会は
12月６日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される方
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

ホームページで本会議の
会議録を公開しています。

平成 23年以降の
会議録を掲載しています。
ぜひご覧ください。

　須恵町議会　須恵町議会　須恵町議会 検索検索検索

渡
わた

邉
なべ

　具
とも

能
よし

氏（76歳）
本町の産業、経済等の発展に貢献し、その功績が卓絶であり、
かつ深く町民の尊敬を受けるものとして推戴

丸
まる

山
やま

　信
のぶ

幸
ゆき

氏（山の神区・68歳）　任期満了による再任
米
よね

倉
くら

　清
きよ

美
み

氏（旅石区・52歳）　 任期満了による後任
任期　平成30年1月1日～平成32年12月31日

吉
よし

松
まつ

　辰
たつ

美
み

氏（須恵区・65歳）
須恵町監査委員 百田清二氏が平成29年12月21日をもって
任期満了のため、後任として選任
任期　平成29年12月22日～平成33年12月21日

人事案件の審議結果

諮問の審議結果

名誉町民の推
すい

戴
たい

人権擁護委員の推薦

須恵町監査委員の選任

賛成多数

同意同意

全員賛成

同意同意

全員賛成

賛成賛成

志免須恵線に建立された記念碑
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